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B 131 ポリエチレン粒子の付着に及ぼすpHの影響

奈良女大家政　田川美恵子　○中田由美子　後藤景子

〔(社)日本家政学会

　目的　一般に洗浴中において繊維基質および固体粒子汚れは帯電し. 汚れ粒子の再付着

には基質や粒子表面の電気的性質か関与すると考えられる。本研究では洗浄系をモデル化

し, 石英板と球形ポリエチレン粒子から成る系を用いて種々pH水溶液中での付着現象を

調べ，革質および粒子のぐ電位を測定して付着現象との対応を検討した。

　方法　粒子としては製鉄化学製ポリエチレン微粉末（モード径Aμa）を水，エタノール，

エチルエーテルで精製して用いた。基質としては石英板を溶接して作成したセルの下面内

肇をクロム硫酸混液に浸漬したのち水洗し. 凛気洗浄を行ってから用いた。セルに粒子分

散液を満たし，上下を逆にして２時間静置したときの壁面に浮上した粒子一数(n。）, ならび

にセルを元の状態に戻したときの付着粒子数(n)をそれぞれ顕微鏡写真を撮影して計数し，

付着率n/n。を求めた。粒子および幕質のぐ電位は顕微鏡電気泳動法により測定した。

　結果　ポVエチレン粒子および石英板はいずれもPH3-11では負のＣ電位を示し. dHが

大きくなると旬値か増加する傾向か認められた。一方石英板に対する粒子の付着率はPH

の増加に伴って減少し，静電反発力の増大によって付着が防止されたことか示唆された。

また付着率が0.1以下となるpHllで中性塩を添加したところ，塩濃度が増すと付着率が大

きくなる傾向を示した。そこでこの原因を調べるため，測定したζ電位の値を用いて粒子

一石英板聞の令相互作用ポテンシャルエネルギーと距’離の関係を算出したところ. sを添

加すると二次の極小が深くなることがわかり，二次の極小で粒子の付着が起こっているこ

とが示唆された。

B 132 Wilheliny法による接触角測定法の検討

奈良女大家政　田川美恵子　○後藤景子

　目的　接’触角測定は洗浄mmの第一段階であるぬれの研究において重要であるばかりで

なく. 汚れ粒子の脱離や再付着を界面電気的立場から論じる場合に必要なH amaker定数を

実験的に見積もる手段の一つとしても用いることができ，接触角を測定することは洗浄現

象を解析する上で重要である。本研究ではKilhelmy法によりナイロン繊維を用いて接触角

の測定法を検討した結果,2,3の知見を得たので報告する。

　方法　固体試料としてはナイロンam維を水，エタノール，エチルエーテルで精製して

用いた。液体試料としては再蒸留水および飽和炭化水素（例えばヘキサデカン）を用いた。

CAHN 2000 ELECTROBALANCEにナイロン繊維をつるし，その下に再蒸留水または再蒸留水と

ヘキサデカンを入れたビーカーを置き, 油圧式糟密微動装置を用いて一定速度でL," カー

を上昇または下降させ心からナイロン繊維を液体に浸清したときの荷重変化を自記記録し，

接触角を求めた。

　結果　液体試料を上昇させた場合，ナイロン繊維が水表面および水ノヘキサデカン界面

と接触する瞬間に荷重か変化し，その後荷重はほぼ一定値となる。この値からナイロン繊

維に対する表面および界面での水の前進接触角を算出した。次に液体試料を下降させると

接触角が前進から後退に移行するので荷琲が変化するか，その後再び一定値になる。この

値から後退接触角を算出した。その結果，水表面および水ノヘキサデカン界面のいずれに

おいても，前進接触角＞後退接触角となった。また前進接触角は液体の上昇速｡度が増すと

増大し，一方後退接触角は液体の下降速度が増すと減少する傾向を示した。


